第３部会（保健福祉）第９回部会概要

日　時　　平成１９年８月２８日（火）　午後６時３０分～午後８時００分

場　所　　市役所　第１会議室
出席者　　山田耕一　安達陽子　瀧川正義　中原義勝　平田和弘　前田文彦
　米澤孝雄
説明員　　室保健福祉部次長、後藤福祉計画主幹
事務局　　宮崎企画主幹、沼田企画主査

議　題　　１．福祉のまちづくり条例について

　　　　　２．その他
※事務局から、「第１０回　第３部会（保健福祉）」、「事務事業名『介護予防普及啓発事業』」及び「事務事業名『地域介護予防活動支援事業』」を配付。
１．福祉のまちづくり条例について

（８）地域福祉活動の推進について

· 　「事例」の記載内容が同じ事を何度も言っている。もっとすっきりしては。
· 　４月か５月に孤独死の話をさせていただいた。条例の中に孤独死０、孤独死の問題について謳うべきでは。自殺される人がいる。新登別大橋の橋桁に網を張るなどの対策が必要なのでは。この条例は、貧困や精神的な弱者を救う条例であって欲しい。

· 　一人暮らしの方を対象にした会食がある。町内会で行っている事業では、対象となる人の半分くらいしか出席していないのでは。

· 　元気な人で手を差し伸べなくてもいい人が敬老会などに参加している。参加できない体の弱い人などに手を差し伸べるべきではないかと思う。地域の民生委員などが活動しないとこういう動きは広がらない。

· 　活動に関するようなものを市で条例に入れてもらってはどうか。

· 　条例なので一つ一つ細かいものを入れるのはいかがかと思う。「事例」をまとめた方が条例としては良いのではないか。

· 　地域の福祉活動、市の役割、市民の役割をキーワードにすべきでは。

· 　調査・研究についても盛り込む必要はないだろうか。
· 　先般、奥尻に行ってきた。全戸に放送設備がついていて感心した。全戸となれば経費がかかるが、独居老人の家にはつけた方がよいのでは。災害だけではなく、日常的な内容も放送している。ただ、具体的な内容を条例に盛り込む必要はない。
· 【保健福祉部説明員】登別市では、海岸線などに吹鳴装置を設置しています。

· 　防犯についても載せるべきでは。「地域における防災・防犯上必要な施策を推進する」に変更しては。

（９）（10）市民の役割、事業者の役割について

· 　市の案通りで良いと思うが、付け足す内容はありますか。

· 　市民の役割のところの「事例」について、「市民は、高齢者、障がい者等が円滑に公共施設等を利用することを妨げない」とあるが、高齢者や障がい者を特別扱いしているような気がする。

· 　障がい者用の駐車スペースに一般の人が使わないなどの意味ではないか。

· 【保健福祉部説明員】モラルについて述べている項目で、歩道に自転車を置かない等の意味です。複数の解釈となってしまうのであれば、条例としてはどうかと思うので、研究させていただきます。

· 　事業者の意味は？

· 【保健福祉部説明員】法人を対象に、「事業者」と記載しています。

· 　「事例」に「高齢者、障がい者等の雇用の促進に努める」とあるが、障がいの種別や度合いは理解されにくい。事業者が障がい者を理解し、雇用の促進に努めて欲しい。「高齢者、障がい者等の理解と雇用の促進に努める」としてはどうか。

（１１）市の役割について
· 　市の案通りで良いと思うが、なにかありますか。

· 　この「事例」に載せていることを実施してくれればよいかと思う。

· 　石狩市のように「市、事業者及び市民の協力及び連携」について、新たに追加してはどうか。

· 　市の案に「市は、基本理念に基づき、市民及び事業者と連携して、福祉のまちづくりに関する施策を策定し、実施する。」とあるので、意味合いは同じではないか。

· 　市の案に連携等が含まれていることとします。

· 　町会や団体、グループ等扱いはどうするのか。市民というと個人を指しているように感じる。
· 　市民と団体は混ざっているように思える。
· 　説明文の中で団体について記載してもらえばよいのではないかと思う。

· 【保健福祉部説明員】（４）定義の中で「市民」について説明できるのではないかと考えています。
（１２）整備基準の遵守について

· 　北海道で基準が決まっているので、市にお任せしたい思うがいかがか。
· 　良いのではないか。

　
２．次回開催日等について
· 次回開催日　平成１９年９月１２日（水）　１８時３０分～　第３委員会室
· 次々回開催日　平成１９年１０月１０日（水）　１８時３０分～　第３委員会室
· 次回のテーマは、子育て支援センター運営事業の外部評価について行います。今回お配りした「第１０回　第３部会（保健福祉）」について担当グループから説明を受けます。
· また、今回で条例については一通り終わりましたので、部会長と副部会長で事務局と相談して、第３部会としての意見・提言を作成し、次々回開催時に案を示します。次々回では、「事務事業名『介護予防普及啓発事業』」及び「事務事業名『地域介護予防活動支援事業』」について、担当グループからの説明を受けた後、条例についての意見・提言案について行います。
